
 

 

平成 29 年 2 月 16 日 

愛  媛  大  学 

 

日本とモザンビーク 

2 つの大学が織りなすグローカル・コラボレーション PART2 

～愛媛大学とルリオ大学、医と農の交差が創る未来～ 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、是非取材くださいますよう 

お願いいたします。 

 

記 

 
日 時：平成 29 年 3 月 1 日（水）13 時 30 分～16 時 30 分（受付 13 時 15 分～） 

場 所：愛媛大学城北キャンパス 総合情報メディアセンター1階 メディアホール 

対 象：一般の方、愛媛大学生・教職員 

定 員：約 100 人 

言 語：日本語、英語（通訳あり） 

参加費：無料 

参加申込 URL：https://goo.gl/lS57gX 

駐車場：無（公共交通機関をご利用ください） 

※伊予鉄道市内電車「赤十字病院前」下車、北へ徒歩約 2分 

※報道機関の方で、車で取材に来られる場合は、正門守衛員室で会社名等を

ご記入の上、来客用駐車場を利用してください 

 

 

 

※送付資料 3枚（本紙を含む） 

このたび、愛媛大学国際連携推進機構は、シンポジウム「日本とモザンビーク 2 つの

大学が織りなすグローカル・コラボレーション PART2 ～愛媛大学とルリオ大学、医と農

の交差が創る未来～」を下記のとおり開催します。 

本シンポジウムでは、愛媛大学がモザンビーク・サテライトオフィスを置くルリオ 

大学から 2 名の教員と東京から駐日モザンビーク共和国大使を迎え、これまで愛媛大学

とルリオ大学が展開してきたグローカルな学術交流を先進事例に、めざましい発展を

遂げるアフリカの未来に貢献するために必要な地域に根ざした大学間の連携について

考えます。 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学国際連携支援部国際連携課 

和氣家、岩田 

TEL：089-927-8959 

Mail: kokuki@stu.ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学



愛媛大学キャンパスマップ（城北地区） 

 

会場 

総合情報メディアセンター1 階 



 駐日モザンビーク大使基調講演 

報告 
 日本とモザンビークの地域に根ざした大
学間のグローカル・コラボレーション 

 ルリオ大学におけるコミュニティ支援カ
リキュラム 

 モザンビークの人々と暮らし 
 

外務省・JICAによるコメント 
 両国政府間の協力と高等教育 
 

 

 

 

 

日時：平成29年3月1日（水）  13:30〜16:30 
場所：愛媛大学(城北キャンパス) 総合情報メディアセンター1階 メディアホール 

愛媛大学国際連携推進機構 シンポジウム 
 

日本とモザンビーク 

2つの大学が織りなすグローカル・コラボレーションPART2 

〜愛媛大学とルリオ大学、医と農の交差が創る未来〜 

主催・問合せ先：愛媛大学国際連携支援部国際連携課 国際支援チーム 
TEL：089-927-8959 FAX：089-927-8967 Email: kokuki@stu.ehime-u.ac.jp 

愛媛大学がモザンビーク・サテライトオフィスを置くルリオ大学から
講演者を迎え，これまで愛媛大学とルリオ大学が展開してきたグロー
カルな学術交流を先進事例に，めざましい発展を遂げるアフリカの未
来に貢献するために必要な地域に根ざした大学間の連携について考え
ます。 

来賓 
 駐日モザンビーク大使 ジョゼ・マリア・ダ・シルヴァ・ヴィエイラ・デ・モライス 閣下 
 山本 順三 参議院議員（予定） 
 ルリオ大学農学部長 マテンス・ジョアオ・マラッシオ 
 ルリオ大学看護学科講師 ベロニカ・アメリコ・アントニオ・フェルナンド 
 外務省中東アフリカ局アフリカ部アフリカ第二課 
 独立行政法人国際協力機構（JICA）アフリカ部 

参加申込用QRコード→→ 


